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(54)【発明の名称】 液晶表示装置及びその取付構造

(57)【要約】        （修正有）
【課題】  液晶セルと導光板の接着強度を高めると共に
薄型化を図る。
【解決手段】  導光板２６の上面に凹部２６ａを形成
し、この凹部２６ａ部分で両面接着テープ２９を介して
液晶セル１１と導光板２６を接着固定する。この凹部２
６ａの深さは、両面接着テープの厚さよりテープの弾性
変形量分浅くした深さにする。また、上記の液晶セル、
導光板及び両面接着テープを加圧した状態で外装ケース
に取り付けることにより、強固な接着が得られる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶セルの下面側に導光板と光源を備え
てなるバックライト構造を有した液晶表示装置におい
て、
前記導光板の上面に両面接着テープの厚みより少し浅い
凹部を形成し、該凹部部分で前記両面接着テープを介し
て導光板と前記液晶セルとを接着固定したことを特徴と
する液晶表示装置。
【請求項２】  前記凹部の深さは、前記両面接着テープ
の厚さよりテープの弾性変形量分浅くした深さであるこ
とを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】  前記請求項１又は２記載の液晶表示装置
を加圧の下で外装ケースに取付けたことを特徴とする液
晶表示装置の取付構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はバックライトの構造
を持った液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、液晶表示装置を照明するバックラ
イト構造の一つとして特開平７－２１８９１３号公報に
開示されたものがある。これはバックライト付き液晶表
示装置の薄型化を図った発明のもので、その構造は図６
に示すものとなっている。尚、図６は要部のみを示す断
面図で、本発明の論旨に関係のない部分は省略して示し
ている。
【０００３】これによれば、上下のガラス基板２、３及
びその外面に接着された上下の偏光板４、５からなる液
晶セル１と、この液晶セル１の下面側に配設される導光
板６とが、導光板６に形成した凹部６ａの部分で両面接
着テープ９を介して一体的に固定した構造となっている
ものである。
【０００４】そしてここでは、導光板６に形成する凹部
６ａの深さは両面接着テープ９の厚みと等しい寸法にし
ている。これによって、凹部６ａ部分で両面接着テープ
９を介して導光板６と液晶セル１とを接着固定すると、
液晶セル１と導光板６との間に殆ど隙間がでない状態で
固定されるので、両面接着テープ９の厚さ分薄くできる
効果を得たものである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな構造においては、凹部の深さが両面接着テープの厚
みと同じであるために十分な接着固定強度が得られず、
剥がれ易いという問題を有する。また、両面接着テープ
の厚みにも寸法のバラツキがあり、少し薄いテープなど
に当たると導光板の上面より沈んでしまうと云う状態も
発生して接着固定されないと云う現象も現れる。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は上記課題に鑑み
てなされたものである。そして、これらの課題を解決す
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るために、本発明の請求項１に係る発明は、液晶セルの
下面側に導光板と光源を備えてなるバックライト構造を
有した液晶表示装置において、前記導光板の上面に両面
接着テープの厚みより少し浅い凹部を形成し、該凹部部
分で前記両面接着テープを介して導光板と前記液晶セル
とを接着固定したことを特徴とするものである。
【０００７】また、本発明の請求項２に係る発明は、前
記凹部の深さは、前記両面接着テープの厚さよりテープ
の弾性変形量分浅くした深さであることを特徴とするも
のである。
【０００８】また、本発明の請求項３に係る発明は、前
記の液晶表示装置を加圧の下で外装ケースに取付けたこ
とを特徴とするものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を図に
基づいて説明する。図１は本発明の実施形態に係る液晶
表示装置の正面図、図２は図１におけるＸ－Ｘ断面図、
図３は図１におけるＹ－Ｙ断面図、図４は導光板に両面
接着テープを接着した状態を説明する説明図を示してい
る。また、図５は本発明の液晶表示装置の外装ケースへ
の取付要部断面図を示している。
【００１０】図１～３より、液晶表示装置１０は、液晶
セル１１と、液晶セル１１の下面に備えた導光板２６、
光源であるＬＥＤ２５などから構成される。ここで、液
晶セル１１は対向して配設した上下のガラス基板１２、
１３とその外面に接着した上下の偏光板１４、１５より
なる。尚、図示はしていないが、上下のガラス基板１
２、１３には透明電極が形成されて、微少な隙間をもっ
て保持されており、その微少な隙間に液晶物質が封止部
材によって封入されている。また、下ガラス基板にはフ
レキシブル基板１７が接続されており、このフレキシブ
ル基板１７を介して透明電極に電圧が印加されるように
なっている。
【００１１】次に、液晶セル１１の下面に備えられる導
光板２６は、図２に示すように、液晶セル１１の端面よ
り突出した端部２６ｃを有し、その端部２６ｃの中心部
分に設けた切欠部に光源であるＬＥＤ２５を配設してい
る。このＬＥＤ２５は、液晶セル１１に接続したフレキ
シブル基板１７から（図示はしていないが）枝分かれし
て形成した分岐フレキシブル基板１７ｂに実装された状
態で切欠部にセットされる。
【００１２】また、導光板２６の突出した端部２６ｃの
上部には遮光板２７が設けられてＬＥＤ２５の光が外に
漏れないようになっている。また、導光板２６の下面や
側面等には反射板２２が備えられており、導光板２６の
上面側には光拡散板２３が備えられている。
【００１３】上記ＬＥＤ２５を配設収納した導光板２６
は、図３に示すように、両面接着テープ２９でもって液
晶セル１１の下ガラス基板１３の下面２箇所において接
着固定される。ここで、両面接着テープ２９が貼付けら
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れる導光板２６の部位には凹部２６ａが設けられて、こ
の凹部２６ａの中に両面接着テープ２９が貼付けられる
ようになっている。
【００１４】図４は導光板２６に両面接着テープ２９を
接着した状態を示した図である。導光板２６に形成する
凹部２６ａの深さｈは、両面接着テープ２９の厚みＴよ
り接着テープ２９の弾性変形量ｍ分小さくした寸法に設
定している。従って、凹部２６ａに接着した両面接着テ
ープ２９はその弾性変形量ｍ分導光板２６の上面より突
出する。
【００１５】両面接着テープ２９は基材の両面に粘着剤
を塗布したものであるが、使用される基材の材質によっ
てその弾性変形量は大きく異なる。基材材質としてはポ
リエステルフィルム，ポリウレタンフィルムなどの樹脂
フィルムや綿布など各種のものが選択できるが、これら
の材質によって略５～４０％近くの弾性変形量を有す
る。
【００１６】このような状態でもって導光板２６と液晶
セル１１の下ガラス基板１３と両面接着テープ２９でも
って接着すると、両面接着テープ２９は導光板２６に
も、下ガラス基板１３にも均一に接着されて、十分接着
強度が得られた状態で固定される。従って、従来技術で
問題となった液晶セルと導光板が剥がれ易いとかの問題
は全く解消される。
【００１７】上記構成を取る液晶表示装置は、枝分かれ
した分岐フレキシブル基板１７ｂを介してＬＥＤ２５に
導通が図られるとＬＥＤ２５が発光し、その光は導光板
２６の奥深くまで導かれ、反射板２２の作用も受けて導
光板２６の上面２６ｂから光が液晶セル１１に向かって
放射される。この放射された光は拡散板２３によって拡
散されて明るさが均一化され、均一な明るさの下で液晶
セルを照明する。
【００１８】本実施形態の液晶表示装置は液晶セルが接
着材を介して直接導光板と一体となった構造を示したも
のであるが、バックライトを備えた液晶表示装置の中に
は枠体を介して液晶セルと導光板等を組立てユニット化
する構造のものも利用されている。この構造のものは概
ね接着材を介して枠体と液晶セルを一体化する構造を取
るが、この構造のものも枠体に凹部を設けて上記と同じ
ような固定方法を取れば同様な効果が得られる。
【００１９】次に、図５に示すものは本発明の液晶表示
装置の外装ケースへの取付構造を示したものである。外
装カバー５１の所定の開口部５１ａの部分に上記した液
晶表示装置１０の表示エリヤ部分を合わせて取付け、下
方より当板５２でもって液晶表示装置１０を外装カバー*
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*５１に押しつけながら止めネジ５３でもって２箇所固定
した構造になっている。２箇所の止めネジ５３を締め付
けることによって挟設された液晶表示装置１０が当板５
２と外装カバー５１とで加圧される。この加圧によっ
て、液晶セル１１の下ガラス基板１３と導光板２６とを
接合する両面接着テープ２９に弾性変形が起こり、導光
板２６と下ガラス基板１３とが接触した状態で固定され
る。
【００２０】このような取付構造を取ることによって、
液晶表示装置の確実な外装カバーへの取付が行われ、更
に、液晶表示装置を構成する液晶セルと導光板との接着
固定が確実に強固なものとなって、液晶セルから導光板
が剥がれると云う問題は全く生じない。
【００２１】上記取付構造の下では、液晶セル１１と導
光板２６との間に全く隙間がない状態で組立て取付られ
ていることになり、この時の液晶表示装置１０の厚みは
一番薄い状態になっている。確実な取付の下で薄型化が
図られていることになる。
【００２２】
【発明の効果】以上詳細に説明したように、本発明によ
れば、導光板と両面接着テープが、また、両面接着テー
プと液晶セルとが、共に確実に接着されることから導光
板と液晶セルの確実な接着固定が行われる。また、本発
明の液晶表示装置を加圧の下で外装ケースに取り付ける
と、加圧力に抗する弾性反発力が作用した状態になって
いるので強固な固定力か得られた状態になって、液晶セ
ルと導光板とが剥がれることはない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る液晶表示装置の正面
図である。
【図２】図１におけるＸ－Ｘ断面図である。
【図３】図１におけるＹ－Ｙ断面図である。
【図４】導光板に両面接着テープを接着した状態を説明
する説明図である。
【図５】本発明の液晶表示装置の外装ケースへの取付要
部断面図である。
【図６】従来のバックライト付き液晶表示装置の要部断
面図である。
【符号の説明】
１０    液晶表示装置
１１    液晶セル
２５    ＬＥＤ
２６    導光板
２６ａ  凹部
２９    両面接着テープ
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